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み
ん
な
で
拓
く
別
海
高
校
づ
く
り

〜
地
域
に
開
か
れ
た
、
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
〜

　

別
海
町
は
道
東
の
根
釧
台
地

の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
人
口

１
６
，
０
９
５
人
・
６
，
３
５
３

世
帯
。（
Ｈ
23
．
５
）
乳
肉
牛

１
２
０
，
０
０
０
頭
・
９
４
８

戸
（
Ｈ
19
．
２
．
１
）
の
酪
農

と
漁
業
を
基
幹
産
業
に
し
て
い

る
町
で
あ
る
。
そ
の
広
さ
は
香

川
県
に
匹
敵
し
て
い
る
。

　

本
校
は
、「
日
日
是
新
」（
日
々

こ
れ
新
た
な
り
）
の
校
訓
の

下
、「
地
域
の
発
展
を
目
指
し
、

郷
土
の
将
来
を
担
う
前
途
有
為

な
人
間
を
育
成
す
る
」
こ
と
を

教
育
目
標
に
掲
げ
、
自
ら
学
ぶ

人
（
英
知
）、

互
い
に
助
け
合

う
人
（
誠
意
）、

逞
し
く
生
き
る

人
（
実
践
）
を

目
指
す
生
徒
像

と
し
て
い
る
。

昭
和
53
年
に
道

立
移
管
す
る
ま

で
町
立
高
校
で

あ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
地
域
に

根
ざ
す
学
校
と

し
て
町
や
地
域

住
民
か
ら
寄
せ

ら
れ
る
期
待
は

大
き
い
。

　

普
通
科
に
つ
い
て
は
、
多
様

な
進
路
希
望
の
実
現
に
向
け

て
、
授
業
の
工
夫
や
、
就
職
・

進
学
希
望
者
へ
の
各
種
講
習
等

を
実
施
し
て
い
る
。

　

酪
農
経
営
科
に
つ
い
て
は
、

基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
の
担
い

手
育
成
に
対
す
る
地
域
の
期
待

は
大
き
く
、
地
域
に
根
ざ
し
た

実
践
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い

る
。

　

平
成
12
年
度
に
新
校
舎
落

成
・
移
転
し
、
平
成
22
年
度
に

創
立
60
周
年
を
迎
え
た
。

■
本
校
の
教
育
実
践

１
　
健
康
教
育

　
「
身
も
心
も
骨
太
人
間
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
町
を
は

じ
め
関
係
機
関
の
支
援
・
協
力

に
よ
り
学
校
全
体
で
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

①
薬
物
乱
用
防
止
教
室

②
生
と
性
の
講
演
会

③
性
に
関
す
る
授
業

④
健
康
づ
く
り
研
究
発
表
大

会
：
１
、２
年
生
全
員
が
、

各
ク
ラ
ス
で
心
身
の
健
康

（
悩
み
や
迷
い
）
に
つ
い
て

意
見
発
表
を
行
い
、
ク
ラ
ス

代
表
１
名
が
全
校
生
徒
の
前

で
意
見
発
表
を
す
る
。

⑤
ミ
ニ
人
間
ド
ッ
ク
：
別
海
町

の
支
援
及
び
町
保
健
セ
ン

タ
ー
の
協
力
を
得
て
、
３
年

生
全
員
を
対
象
に
生
活
習
慣

病
の
予
防
を
目
的
に
行
う
。

２
　
地
域
と
の
連
携

　

地
域
と
と
も
に
地
域
の
人
材

を
育
成
す
る
、
と
い
う
地
域
に

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
目

指
し
、
地
域
の
教
育
力
を
学
校

の
教
育
に
生
か
し
て
い
る
。

①
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お

け
る
地
域
サ
ー
ク
ル
（
手
話

の
会
な
ど
）
や
高
齢
者
と
の

異
世
代
交
流
、
町
内
の
小
学

校
と
の
交
流
（
生
徒
に
よ
る

出
前
授
業
、
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
）

②
酪
農
経
営
科
に
お
け
る
町
研

修
牧
場
等
の
町
営
施
設
、
Ｊ

Ａ
施
設
で
の
搾
乳
実
習
・
管

理
実
習
・
加
工
実
習
、
さ
ら

に
町
内
農
家
で
の
委
託
実
習

及
び
町
内
企
業
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
視
察
研
修

③
町
家
畜
共
進
会
・
産
業
祭
・

植
樹
祭
等
、
町
行
事
へ
の
参

加
④
町
内
幼
小
中
学
校
と
の
連
携

交
流
事
業
（
農
業
体
験
、
交

流
学
習
等
）

３
　「
北
海
道
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
推
進
事
業
」

研
究
推
進

　

保
護
者
や
地
域
住
民
の
方
々

に
学
校
の
運
営
に
積
極
的
に
関

わ
り
を
持
っ
て
い
た
だ
く
中

で
、
そ
の
意
向
を
学
校
運
営
に

的
確
に
反
映
し
、
生
徒
の
健
全

育
成
と
一
層
地
域
に
開
か
れ
た

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
。

　

農
業
関
係
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
に
推
進
委

員
を
し
て
い
た
だ
き
、
学
校
祭

な
ど
の
学
校
行
事
、
日
常
の
学

習
活
動
等
、
学
校
の
教
育
活
動

と
連
携
し
た
具
体
的
実
践
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
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子どもと将来のことについて話してみませんか！
北海道教育委員会　

今、高校生の学力向上のため、家庭学習習慣の定着が求められています。
　次のグラフは、本道の高校生の「確かな学力」を育成するため、国語、数学、英語の学習内容の定着
状況を客観的に把握し、指導方法の工夫と改善を図ることを目的に、今年度４〜５月に実施した「平成
23年度北海道高等学校学力等実態調査」のなかで、生徒の学習状況を把握するためのアンケート調査
の結果から、特徴的な項目について抜粋したものです。（参加生徒：高校２・３年生　計26,919人）

①　ほとんどの生徒が勉強は大切であり、自分の将来に役立つと考えています。
勉強は大切だ

分からない 3％

そう思う
50％

どちらかといえば
そう思う 40％

どちらかといえば
そう思わない 4％

そう思わない 3％
勉強すれば、私の入学試験や就職試験に役立つ

分からない 2％

そう思う
71％

どちらかといえば
そう思う 23％

どちらかといえば
そう思わない 2％ そう思わない 2％

②　しかし、半数の生徒は学習への意欲が低く、授業の理解も十分ではありません。
あなたの学習の意欲として、近いものはどれですか

まったく
意欲がない
10％

積極的に取り組む
意欲がある7％ 

どちらかと
いうと意欲
がある 42％

どちらかと
いうと意欲
がない 41％

学校の授業がどの程度分かりますか

よく分かる 5％

だいたい
分かる
45％

分かることと
分からないことが
半分ずつある 38％

分からないことが
多い 10％

ほとんど分からない 2％

③　そして、半数以上の生徒が家庭学習時間は、０〜30分となっています。
授業のある日、授業以外に１日どのくらい勉強しますか

3時間以内 6％ 

ほとんど
しない
41％

30分以内 17％

1時間以内
　18％

2時間以内
16％

3時間以上 2％
休日はどのくらい勉強しますか

4時間以上 2％    

ほとんど
しない
42％

30分以内 14％
1時間以内
18％

2時間以内
13％

3時間以内 8％
4時間以内 3％ 

　近年、子どもたちが将来に不安を感じたり、学校での学習に自分の将来との関係で意義を見いだせず
にいたりして、学習意欲が低下し、学習習慣が確立しないといった状況が見られるという指摘がありま
す。（中央教育審議会答申（平成20年１月17日）より）

　高校生のこの大切な時期だからこそ、自分の将来の姿を考えることや将来の夢を叶えるために努力することの大切さ
などについて、子どもと話し合う時間をつくってみてください。
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「
胆
振
支
部
よ
り
」

胆
振
支
部
長　

熊　

谷　

克　

己

（
苫
小
牧
工
業
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

　

胆
振
支
部
は
、
私
学
を
含
め

二
十
二
校
二
十
四
単
Ｐ
（
生
徒

数
約
八
七
〇
〇
名
）
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
度
は
、
北
海

道
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
第

六
〇
回
大
会
を
日
高
支
部
と
と

も
に
運
営
し
、
こ
の
苫
小
牧
の

地
に
全
道
各
地
か
ら
一
二
七
〇

余
名
の
会
員
が
参
集
し
、
成
功

裏
の
う
ち
に
無
事
終
了
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
大
会

に
関
係
し
た
全
て
の
方
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
二
十
三
年
度
は
、

胆
振
支
部
総
会
を
六
月
三
日
に

道
高
Ｐ
連
よ
り
髙
間
会
長
・
松

本
副
会
長
・
小
野
事
務
局
員
の

ご
参
列
を
い
た
だ
き
苫
小
牧
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
王
子
で

開
催
し
ま
し
た
。
支
部
総
会
も

大
変
活
発
に
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に

会
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
総
会
終
了
後
の
懇
親
会
で

は
、
各
校
の
紹
介
や
行
事
等
の

話
が
あ
り
、
大
変
和
や
か
に
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
た

だ
い
た
事
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
八
月
八
日
と
九
日
の

二
日
間
に
渡
り
「
高
校
生
と
語

る
集
い
」
を
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
王

子
を
会
場
に
八
十
五
名
が
参
加

し
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は

保
護
者
と
子
供
が
予
定
時
間
を

超
え
て
の
率
直
な
話
し
合
い
や

元
苫
小
牧
工
業
高
校
野
球
部
監

督
の
金
子
満
氏
と
苫
小
牧
市
社

会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
長
の
名
越

晴
男
氏
の
ご
講
演
や
モ
デ
ル
ロ

ケ
ッ
ト
の
製
作
・
打
ち
上
げ
を

行
う
な
ど
貴
重
な
交
流
の
場
と

な
り
ま
し
た
。

　

更
に
二
月
二
日
に
は
、
安
全

対
策
研
修
会
を
札
幌
未
来
情
報

専
門
学
校
の
三
浦
龍
彦
氏
を
講

師
と
し
て
お
招
き
し
「
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
安
全
な
使
い
方
」

に
つ
い
て
の
ご
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
当
日
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

関
係
約
五
十
名
が
参
加
し
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
問
題
点
や
課

題
等
の
情
報
を
提
供
し
て
い
た

だ
き
、
子
供
達
の
安
全
・
安
心

な
生
活
の
保
障
に
繋
げ
る
た
め

に
大
変
有
意
義
な
ご
講
演
で
し

た
。

　

さ
て
、
三
月
末
を
も
ち
ま
し

て
、
胆
振
支
部
事
務
局
校
と
し

て
の
２
年
間
が
終
了
致
し
ま
す
。

短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

高
Ｐ
連
全
道
大
会
や
高
校
生
と

語
る
つ
ど
い
の
運
営
や
全
国
高

Ｐ
連
北
海
道
大
会
の
地
域
物
産

展
等
多
く
の
行
事
に
関
わ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
室
蘭
東
翔
高
校
に

事
務
局
が
移
り
ま
す
。
今
後
も

胆
振
支
部
の
活
動
が
さ
ら
に
活

発
化
す
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と

引
継
ぎ
を
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

◆◆
午
後
開
催
の
第
二
回
理
事
会

議
案
に
つ
い
て
協
議
。

平
成
二
十
三
年
度
道
高
Ｐ
連
第

二
回
理
事
会
報
告

・
平
成
24
年
２
月
16
日
（
木
）

・
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ
ォ
ー
ト
札
幌

・
出
席
25
名
、
欠
席
８
名
（
委

任
状
３
名
）
に
よ
り
本
会
成

立
。

Ⅰ　

会
長
挨
拶

Ⅱ　

日
程
説
明

Ⅲ　

議
長
選
出

◆◆
十
勝
支
部
長
小
林
孝
幸
理
事

を
選
出
し
、
協
議
に
入
る
。

Ⅳ　

議
事

１　

報
告
事
項

（
１
）
平
成
23
年
度
道
高
Ｐ
連

会
務
中
間
報
告
に
つ
い
て

◆◆
役
員
、
事
務
局
が
出
席
し
た

諸
会
議
に
つ
い
て
説
明
。

（
２
）
平
成
23
年
度
全
国
高
Ｐ

連
第
２
回
総
会
・
評
議
委
員

会
報
告
及
び
各
委
員
会
報
告

に
つ
い
て

◆◆
全
国
高
Ｐ
連
「
平
成
24
年
度

事
業
計
画
」に
つ
い
て
説
明
。

◆◆
平
成
二
十
四
年
度
よ
り
「
一

般
社
団
法
人
」
と
し
て
新
し

い
組
織
に
生
ま
れ
変
わ
る
。

◆◆
健
全
育
成
・「
高
校
生
実
態

調
査
」
の
継
続
・「
薬
物
乱

用
防
止
事
業
」
の
推
進
・
新

し
く
「
子
ど
も
た
ち
の
命
を

守
る
取
り
組
み
」
の
実
施
。

◆◆
進
路
対
策
・「
高
校
生
と
保

護
者
の
進
路
に
関
す
る
意
識

調
査
」
の
実
施
・
就
職
支
援

事
業
の
継
続
。

◆◆
調
査
広
報
・「
全
高
Ｐ
連
会

報
」
及
び
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

の
充
実
。

◆◆
研
修
・
全
国
大
会
へ
の
支
援

と
協
力
。

◆◆
組
織
等
検
討
委
員
会
・
健
全

な
収
支
に
基
づ
く
健
全
な
運

営
を
図
る
た
め
、
平
成
25
年

度
よ
り
８
円
の
値
上
げ
に
つ

い
て
会
長
よ
り
説
明
有
り
。

◆◆
そ
の
他
・「
賠
償
責
任
補
償

制
度
」の
加
入
者
拡
大
運
動
。

（
３
）
平
成
23
年
度
道
高
Ｐ
連

各
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

（
総
務
・
研
修
・
健
全
育
成
）

◆◆
第
１
回
委
員
会
の
協
議
内
容

胆振支部支 　 部 　 だ よ り

平
成
二
十
三
年
度

道
高
Ｐ
連
第
二
回
理
事
会
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の
ま
と
め
（
議
事
録
）
を
資

料
と
し
て
提
示
。

（
４
）
平
成
23
年
度
道
高
Ｐ
連

「
総
会
」・「
全
道
大
会
（
石

狩
大
会
）」
に
つ
い
て

◆◆「
総
会
」議
事
録
の
確
認
。「
石

狩
大
会
」
の
参
加
者
数
等
の

報
告
。

（
５
）
平
成
23
年
度
「
高
校
生

と
語
る
つ
ど
い
」
の
実
施
に

つ
い
て

◆◆
胆
振
・
後
志
・
名
寄
の
３
支

部
で
実
施
。
高
Ｐ
連
だ
よ
り

123
号
に
掲
載
。
こ
れ
を
も
っ

て
単
Ｐ
へ
の
報
告
に
代
え
る

こ
と
で
了
承
。

（
６
）「
Ｗ
Ｙ
Ｓ
Ｈ
ペ
ア
レ
ン
ツ

北
海
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
関

連
事
業
に
つ
い
て

①
「
京
都
研
修
会
」
へ
の
派
遣

事
業
及
び
「
公
開
授
業
」
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

◆◆「
京
都
研
修
会
」
へ
４
名
派

遣
。
鹿
追
高
校
（
駒
井
亜
希

子
・
塚
本
登
教
諭
）
で
公
開

授
業
実
施
。

②
「
Ｗ
Ｙ
Ｓ
Ｈ
教
育
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
会
」
に
つ
い
て

◆◆
１
月
７
日
、
木
原
雅
子
先
生

を
講
師
に
招
い
て
実
施
。
参

加
者
80
名
。

（
７
）
全
国
高
Ｐ
連
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
（
健
全
育
成
・
進
路

対
策
委
員
会
）
実
施
校
に
つ

い
て

◆◆
山
本
副
会
長
よ
り
「
キ
ャ
リ

ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
に
つ
い
て

説
明
。

（
８
）
第
61
回
全
国
高
Ｐ
連
大
会

「
北
海
道
大
会
」
に
つ
い
て

①
現
況
報
告
等
に
つ
い
て

◆◆
各
県
連
広
報
紙
の
関
連
記
事

を
紹
介
。

②
決
算
報
告
に
つ
い
て

◆◆
小
野
事
務
局
職
員
よ
り
報

告
。

（
９
）「
道
高
Ｐ
連
災
害
補
償
制

度
」
に
つ
い
て

①
平
成
23
年
度
加
入
校
一
覧
等

に
つ
い
て

◆◆
脱
退
校
12
校
、
約
６
０
０
０

名
の
減
少
。

②
「
給
付
規
程
」
の
改
訂
に
つ

い
て

◆◆
平
成
24
年
度
よ
り
「
免
責
条

項
」
を
廃
止
。

③
「
災
害
補
償
制
度
」
支
部
説

明
会
に
つ
い
て

◆◆
後
志
・
胆
振
・
日
高
・
釧
路

支
部
で
開
催
。

（
10
）
平
成
23
年
度
「
北
海
道

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
つ
い
て

◆◆
平
成
23
年
度
は
全
国
大
会
の

関
係
で
実
施
せ
ず
。

２　

協
議
事
項

（
１
）
平
成
24
年
度
道
高
Ｐ
連

「
変
革
の
時
代
を
生
き
る
」

留
萌
支
部
長　

村　

山　

ゆ
か
り

（
北
海
道
留
萌
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

　

北
海
道
の
西
北
部
「
日
本
海

オ
ロ
ロ
ン
ラ
イ
ン
」
に
位
置
す

る
留
萌
支
部
は
、
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
た
特
色
あ
る
７
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
、
支
え
合
い
な
が
ら

活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

留
萌
、
羽
幌
、
天
塩
の
普
通

科
高
校
を
は
じ
め
、
商
業
単
置

校
で
あ
る
苫
前
商
業
高
校
、
ま

た
、
電
気
・
建
築
、
情
報
ビ
ジ

ネ
ス
科
を
設
置
す
る
留
萌
千
望

高
校
、
日
本
最
北
の
遠
別
農
業

高
校
を
合
わ
せ
た
全
日
制
６
校

と
羽
幌
町
沖
合
約
24
㎞
の
天
売

島
に
あ
る
天
売
高
校
は
、
道
内

唯
一
の
町
立
定
時
制
普
通
科
校

で
、
全
校
生
徒
２
名
の
全
道
一

小
さ
な
高
校
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
生
徒
数
が
総
じ
て

減
少
傾
向
に
あ
る
中
、
公
立
高

校
配
置
計
画
案
策
定
に
向
け
た

取
り
組
み
が
進
ん
で
お
り
ま

す
。
地
域
キ
ャ
ン
パ
ス
校
の
導

入
を
は
じ
め
職
業
学
科
の
学
科

転
換
、
統
廃
合
計
画
な
ど
、
地

域
の
実
情
を
把
握
し
な
が
ら
学

校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
が
一
体
と

な
り
真
剣
に
協
議
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

変
革
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
が
、
こ
れ
か
ら

の
社
会
を
た
く
ま
し
く
生
き
、

新
し
い
時
代
を
創
る
人
と
な
る

た
め
の
学
校
づ
く
り
に
微
力
な

が
ら
も
力
を
尽
く
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

留
萌
支
部
の
平
成
23
年
度
の

活
動
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
札
幌
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

全
国
高
Ｐ
連
北
海
道
大
会
は
、

参
加
者
全
員
が
大
き
な
感
動
を

い
た
だ
き
、
支
部
懇
親
会
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
今
後
の
活
動

へ
の
意
欲
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

９
月
15
〜
16
日
は
、
羽
幌
町
を

会
場
に
支
部
研
究
大
会
を
開

催
。
留
萌
市
出
身
の
児
童
文
学

者
・
小
笠
原
洽
嘉
氏
が
講
演
。

更
に
就
職
支
援
事
業
と
し
て
、

北
海
道
若
年
者
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
長
の
益
山
健
一
氏
が
「
ワ

カ
ル
仕
事
、
ワ
カ
ル
自
分
」
に

つ
い
て
講
演
。研
究
大
会
に
は
、

各
校
か
ら
生
徒
も
参
加
し
て
お

り
、
真
剣
に
耳
を
傾
け
素
晴
ら

し
い
感
想
を
述
べ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
が
強
く
印
象
に
残
っ
て

お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
24
年
度
は
、
６
月
15

〜
16
日
に
旭
川
市
で
開
催
し
ま

す
全
道
高
Ｐ
連
「
旭
川
・
留
萌

大
会
」
と
「
高
校
生
と
語
る
つ

ど
い
」
の
開
催
と
大
き
な
事
業

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
留
萌
支

部
メ
ン
バ
ー
誠
心
誠
意
準
備
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
皆
様
の
ご
参

加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

留萌支部 支 　 部 　 だ よ り
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事
業
日
程
（
案
）
に
つ
い
て

◆◆
承
認
さ
れ
る
。

（
２
）
道
高
Ｐ
連
「
総
会
」・「
全

道
大
会
」
に
つ
い
て

①
第
62
回
道
高
Ｐ
連
大
会
開
催

案
内
〈
旭
川
・
留
萌
支
部
担

当
〉（
案
）
に
つ
い
て

◆◆
旭
川
支
部
宮
川
明
子
理
事
よ

り
説
明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ

る
。

②
大
会
前
後
日
程
に
つ
い
て

◆◆
承
認
さ
れ
る
。

（
３
）
第
62
回
全
国
高
Ｐ
連
大

会
・
和
歌
山
大
会
に
つ
い
て

◆◆
平
成
24
年
８
月
22
日
（
水
）

〜
24
日
（
金
）、
和
歌
山
市
・

田
辺
市
で
開
催
。
取
扱
業
者

は
一
般
競
争
入
札
で
Ｊ
Ｔ
Ｂ

に
決
定
。
承
認
さ
れ
る
。

（
４
）
平
成
24
年
度
道
高
Ｐ
連

暫
定
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

◆◆
田
村
次
長
よ
り
資
料
を
基
に

説
明
が
有
り
、承
認
さ
れ
る
。

（
５
）
平
成
24
年
度
道
高
Ｐ
連

役
員
選
考
委
員
会
委
員
の
選

出
に
つ
い
て

◆◆
平
成
24
年
度
の
役
員
を
第
３

回
理
事
会
に
提
案
す
る
た

め
、
事
務
局
で
選
考
委
員
を

選
任
す
る
こ
と
で
承
認
さ
れ

る
。

（
６
）
平
成
24
年
度
道
高
Ｐ
連

事
務
局
体
制
に
つ
い
て

◆◆
全
国
大
会
の
関
係
で
２
名
増

員
し
て
き
た
が
、
平
成
24
年

度
か
ら
元
の
４
人
体
制
へ
戻

す
。

◆◆
野
瀬
事
務
局
長
は
65
歳
定
年

を
迎
え
る
が
、
施
行
細
則
第

14
条
の
３
項
（
３
）
を
適
用

し
、
１
年
に
限
っ
て
事
務
局

長
に
任
用
す
る
こ
と
で
承
認

さ
れ
る
。

（
７
）
そ
の
他

①
平
成
24
年
度
支
部
事
務
局
長

校
に
つ
い
て

◆◆
確
認
を
行
っ
た
。

②
各
種
大
会
等
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て

◆◆
確
認
を
行
っ
た
。

③「
新
規
高
卒
者
の
就
職
支
援
」

（
道
と
の
連
携
事
業
）
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

◆◆
道
と
連
携
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
、
生
徒
へ
の
配

布
、
講
演
会
の
実
施
な
ど
を

報
告
。

３　

そ
の
他
・
連
絡
事
項

（
１
）
第
３
回
理
事
会
の
開
催

日
程
（
案
）
に
つ
い
て

◆◆
５
月
17
日
（
木
）
開
催
。

Ⅴ　

議
長
退
任
挨
拶

Ⅵ　

閉
会
挨
拶

  

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

　
最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

　

北
海
道 
み
ん
な
が
つ
く
る 

無
事
故
の
輪

北
海
道
函
館
水
産
高
等
学
校　

２
年　

鳴　

海　

健　

司

優
　

秀
　

賞

　

Ｅ
メ
ー
ル　

事
故
も
一
緒
に　

受
信
中

北
海
道
苫
小
牧
西
高
等
学
校　

３
年　

上　

野　

聖
梨
香

　

行
け
る
か
な　

渡
れ
そ
う
で
も　

待
つ
勇
気

北
海
道
南
茅
部
高
等
学
校　

２
年　

荒　

川　

拓　

弥

　

自
転
車
は　

被
害
者
加
害
者　

紙
一
重

北
海
道
岩
見
沢
西
高
等
学
校　

２
年　

吉　

川　

祐　

樹

　

思
い
出
そ
う　

あ
な
た
の
帰
宅　

待
つ
家
族

北
海
道
岩
見
沢
緑
陵
高
等
学
校　

２
年　

奥　
　
　

桃　

香

　

安
全
は　

目
か
ら
耳
か
ら　

心
か
ら

北
海
道
釧
路
明
輝
高
等
学
校　

１
年　

渡　

辺　

冴　

佳

北
海
道
高
等
学
校
長
協
会
会
長　

辻　
　
　

敏　

裕

交
通
安
全
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
入
選
作

ポ
ス
タ
ー
の
部

標
語
の
部

高校生 

北海道岩見沢東高等学校
２年　武　石　早　代

　

昨
年
の
北
海
道
に
お
け
る
交

通
事
故
の
犠
牲
者
は
２
１
５
人

で
し
た
。
交
通
事
故
に
よ
る
死

者
数
が
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
昭
和

46
年
の
８
８
９
人
と
比
べ
る
と

４
分
の
１
ま
で
減
少
は
し
て
い

る
も
の
の
、
尊
い
命
が
失
わ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
大
変
心
が
痛

み
ま
す
。

　

今
年
も
交
通
安
全
関
係
団
体

が
一
体
と
な
り
「
ス
ト
ッ
プ
・

ザ
・
交
通
事
故
死
〜
め
ざ
せ
安

全
で
安
心
な
北
海
道
〜
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
交
通
事
故
防
止

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
交
通
事
故
を

減
少
さ
せ
よ
う
と
の
思
い
も
空

し
く
、
高
齢
者
な
ら
び
に
高
校

生
を
含
む
若
年
者
の
交
通
事
故

の
傷
ま
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
本
協
会
で

は
、
調
査
研
究
部
学
校
安
全
小

委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
高
校

生
が
自
ら
の
命
と
他
者
の
命
を

大
切
に
す
る
交
通
マ
ナ
ー
を
身

に
つ
け
、
交
通
事
故
の
危
険
に

対
す
る
感
受
性
を
高
め
る
こ
と

を
期
待
し
て
「
交
通
安
全
標

語
・
ポ
ス
タ
ー
」
の
募
集
事
業

を
続
け
て
き
て
お
り
、
今
年
で

30
回
目
を
迎
え
ま
す
。
応
募
い

た
だ
い
た
生
徒
の
皆
さ
ん
と
指

導
に
あ
た
ら
れ
た
先
生
方
に
、

心
か
ら
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
最
優
秀
の
標
語
と
ポ
ス

タ
ー
は
本
道
高
校
生
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
道
内
の
全
て
の

高
等
学
校
と
関
係
機
関
に
お
届

け
し
ま
す
。

　

お
わ
り
に
、
募
集
事
業
の
推

進
に
あ
た
り
多
大
な
お
力
添
え

を
い
た
だ
い
た
北
海
道
高
等
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
皆
様
に

は
、
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
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榊　

原　

綾　

子

　

会
員
の
皆
様
に
は
、

日
頃
よ
り
、
道
高
Ｐ

連
の
活
動
に
ご
支
援

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
平
成
23
年
度
は
、
全
国
大
会

北
海
道
大
会
の
開
催
と
い
う
大
き
な
事
業
を

行
い
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様

の
心
温
か
い
、
熱
意
あ
る
活
動
に
敬
意
を
表

し
ま
す
と
と
も
に
、
あ
ら
た
め
て
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
秋
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
日
ご

ろ
の
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
場
や
表
彰
式

な
ど
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
い
く

つ
か
あ
り
ま
し
た
。
本
号
に
掲
載
の
「
北
海

道
高
等
学
校
定
時
制
・
通
信
制
生
徒
生
活
体

験
発
表
会
」
で
は
、
い
く
つ
も
の
困
難
を
乗

り
越
え
て
自
ら
の
未
来
に
向
け
て
頑
張
っ

て
い
る
高
校
生
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。「
専

門
高
校Pow
er U
p

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事

業
」
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
専
門

学
科
で
学
ぶ
高
校
生
の
専
門
性
、
技
術
力
、

資
格
取
得
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
目
を
み
は
る

と
同
時
に
、
彼
ら
の
努
力
の
大
き
さ
、
そ
し

て
そ
の
学
び
の
中
で
培
わ
れ
て
い
る
豊
か
な

人
間
性
を
感
じ
ま
し
た
。「（
Ｊ
Ｍ
Ｃ
Ｒ
）ジ
ャ

パ
ン
マ
イ
コ
ン
カ
ー
ラ
リ
ー
北
海
道
大
会
・

全
国
大
会
」
で
も
、
工
夫
を
こ
ら
し
て
作
り

上
げ
た
愛
車
を
手
に
レ
ー
ス
に
参
加
す
る
高

校
生
の
姿
に「
も
の
づ
く
り
」を
通
し
て
培
っ

た
、
決
し
て
あ
き
ら
め
な
い
何
度
で
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
強
い
心
が
見
え
ま
し
た
。
こ
の

他
、
書
の
道
で
自
ら
を
表
現
す
る
子
ど
も
た

ち
、
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
情
感

豊
か
で
品
格
の
あ
る
文
章
に
感
動
し
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
先
生
方
の

研
修
会
に
お
邪
魔
し
た
機
会
で
は
（
Ｗ
Ｙ
Ｓ
Ｈ

ペ
ア
レ
ン
ツ
・
北
海
道
高
等
学
校
教
育
相
談

研
究
会
）、子
ど
も
た
ち
へ
の
熱
い
心
を
も
っ

た
先
生
方
の
真
剣
に
学
ば
れ
る
姿
に
、
一
人

の
保
護
者
と
し
て
大
変
心
強
く
、
ま
た
有
難

く
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
北
海
道
に
は
素
晴
ら
し
い
教

育
の
姿
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
う
し

た
子
ど
も
た
ち
や
先
生
方
を
し
っ
か
り
と
支

援
し
、保
護
者
と
教
師
が
と
も
に
手
を
携
え
、

子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
据
え
て
歩
ん
で
い
き

た
い
と
い
う
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

「
改
め
て
命
に
つ
い
て
考
え
る
」

岡
山
県
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長

岡
山
地
区
連
合
会
会
長

中　

村　

有　

作

　

ま
ず
、
東
日
本
大
震
災
の
被
害
に
遭
わ

れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
悔
や
み
申
し
上
げ

ま
す
。

　

未
曾
有
の
津
波
に
よ
る
大
災
害
に
加

え
、
そ
の
後
の
原
発
問
題
等
、
現
在
も
な

お
厳
し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

多
数
の
皆
様
が
一
日
も
早
く
元
の
生
活
に

戻
れ
ま
す
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。
今
回
の
大
震
災
を
経
験
し
て
、
私

た
ち
は
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
思
い
を
強
く

し
ま
し
た
。

　

８
月
25
日
、
26
日
に
開
催
さ
れ
た
、
全

国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
北
海
道

大
会
の
テ
ー
マ
は
「
い
の
ち　

輝
け
！
」

で
し
た
。
精
神
科
医
・
立
教
大
学
教
授
香

山
リ
カ
さ
ん
の
基
調
講
演
（
生
き
る
力
を

つ
け
る
処
方
箋
）、
前
旭
山
動
物
園
園
長

小
菅
正
夫
さ
ん
の
記
念
講
演
（
命
を
つ
な

ぐ
!!
）は
非
常
に
有
意
義
な
も
の
で
し
た
。

特
に
動
物
た
ち
が
そ
れ
特
有
の
方
法
で
命

を
つ
な
い
で
き
た
と
い
う
話
に
は
改
め
て

感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
強
い
者
が
生
き

残
る
の
で
は
な
く
、
環
境
に
適
応
で
き
る

も
の
が
生
存
し
て
い
く
の
だ
な
と
感
じ
ま

し
た
。

　

さ
て
、
振
り
返
っ
て
み
る
に
私
た
ち
は

次
世
代
、
ま
た
、
そ
の
次
の
世
代
へ
と
命

を
つ
な
い
で
い
る
の
か
真
剣
に
考
え
る
時

機
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
わ
れ
わ
れ
が
快
適
に
生
活
す

る
た
め
に
、
随
分
と
犠
牲
に
し
て
き
た
も

の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
ツ
ケ
が

き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
自
然
環
境
に
つ
い
て
も

し
か
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
つ
い
て
も

し
か
り
で
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
地
球

全
体
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
各
人
、
各

国
の
エ
ゴ
を
捨
て
、
次
世
代
の
子
ど
も
た

ち
が
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
環
境

整
備
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

改
め
て
「
命
」
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら

れ
た
大
会
で
し
た
。

会
長
コ
ラ
ム

全
国
の
高
Ｐ
連
だ
よ
り
か
ら
（
転
載
）
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メインテーマ 和をもって響き合え!
サブテーマ  〜つれもて広げる　共育の輪〜

◎分科会会場
＊第１分科会………（和歌山ビッグホエール）
＊第２分科会………（和歌山市民会館〈小ホール〉〈市民ホール〉）
＊第３分科会………（武道・体育センター和歌山ビッグウェーブ〈メインアリーナ〉）
＊第４分科会………（武道・体育センター和歌山ビッグウェーブ〈サブアリーナ〉）
＊特別第１分科会…（紀南文化会館〈大ホール〉）
＊特別第２分科会…（和歌山市民会館＜大ホール＞）

1	主 催　北海道高等学校PTA連合
2	主 管　北海道高等学校PTA連合会　旭川・留萌支部
3	後 援　北海道教育委員会　旭川市教育委員会　北海道高等学校長協会
4	日 時　平成24年６月15日（金）・16日（土）
日 内容 時間 会場

15日
（金）

道 高 Ｐ 連 総 会 10：00〜12：00 旭川グランドホテル彩雲の間
受 付 12：30〜13：30 同
開会式・表彰式 13：30〜14：30 同　グランドホ−ル
講 演 14：30〜16：00 同　グランドホ−ル

懇親会 受 付 17：00〜17：30 同　グランドホ−ル懇親会 17：30〜19：00
16日
（土）

受 付   9：00〜  9：30 旭川東高等学校
旭川商業高等学校分 科 会   9：30〜12：00

5	会 場　旭川グランドホテル　旭川市６条通9丁目		
	 TEL：0166−24−2111
旭川東高等学校　旭川市６条通11丁目		
	 TEL：0166−23−2855
旭川商業高等学校　旭川市曙３条３丁目		
	 TEL：0166−22−3556

6	大会主題	「価値観の多様化時代、子供たちの主体性を育む
意欲的なPTA活動を」

〔要旨〕　急激に変化する時代の中で、ともすると自分を見失いが
ちな若者たちが増えている。本来夢多きはずの子供たちを取り巻
く教育環境も、未だ学校・家庭・地域の教育力の低下が叫ばれて
久しい状況にある。それらの様々な要因を背景に、今一度心豊か
な逞しい青少年を育むために、会員が一堂に会して情報や意見を
交換し、新しい時代に向けての指針を探る一助とする。

7	大会メッセージ
「雄大な大雪山 、夕日に輝く黄金岬 この豊かな大地に集い 自然
の恩恵に感謝し、未来への架け橋となる子供たちが、風雪に耐え、
逞しく、健やかに成長することを願い、エールを送りましょう。」

8	分科会構成と研究協議
・	25〜30名程度で40〜45グループを構成し、情報交換・意
見交換を行う。

・	各分科会ごとにテーマを設けるが、参加者の意向を踏まえ
て進行することを基本とする。

9	講 演	 演 題　未　定　
講 師　講談師　神　田　山　陽　氏

10	費 用	 参加料　4,000円　懇親会費　5,000円　集録代　1,000円
11	参加申込	 第62回北海道高等学校PTA連合会大会（旭川・留萌大会）

参加・宿泊申込書を下記事務局へ、メールkyokunanpta@
hokkaido-c.ed.jp または専用FAX に送付

12	申込締切	 平成24年４月27日（金）
13	事務局	 北海道旭川南高等学校内

第62回道高Ｐ連 旭川・留萌大会　事務局
〒078−8803　旭川市緑が丘東３条３丁目１番１号
TEL：0166−65−8770
（専用TEL）0166-60-5505
（専用FAX）0166-60-5506

第62回
全国高等学校PTA連合会大会（和歌山大会）

第62回北海道高等学校PTA連合会大会
（旭川・留萌大会）開催要項（案）

［大会趣旨］
　近所のおばさんに朝夕声をかけられたり、よそのおじさんに
叱られたり、今思えば、私たちが子どもの頃はいつも誰かが見
てくれていました。行き過ぎた個人主義・格差社会…自分を見
ているのは監視という名のカメラだけ。世に物や情報が溢れた
代償として、私たちは『人とのつながり』という大切なものを
失いつつあるのではないでしょうか？
　現在、物質的に豊かで便利な環境に甘んじながらも、このま
まではいけないと多くの人々が感じています。私たちの大事な
子どもたちの環境をもっともっと温かい血の通ったものにした
い、そのためには、家庭や学校だけでなく、地域や公共の力は
不可欠です。地域の人たちにも、子どもたちの元気な姿は希望
となります。大人も子どもも共に育つ社会をめざして、私たち
にできること、私たちがやるべきことは何なのか。真剣に取り
組んで行く場にしたいと願っています。

大会　第１日目
時　間 ８月23日（木）
  9：50〜 受付開始
10：10〜10：40 オープニング

アトラクション
10：50〜12：00 開会式・表彰式
12：00〜13：10 昼食・アトラクション
13：10〜15：40 基調講演
15：45〜16：00 全体会

大会　第２日目
時　間 ８月24日（金）
  9：00〜 受付開始
  9：30〜  9：35 開会式
  9：40〜11：40 分科会
11：45〜12：00 閉会式

北海道高等学校ＰＴＡ連合会は、
高校生のための「災害補償制度」を
主催しています。

☆平成24年４月１日から「給付規程」
を改正します。
☆変更点：通院給付の３日免責条項
を撤廃し通院一日目から給付され
ます。

多くの学校の参加を
期待しております。

私にジャストフィットする保険を選ぶなら
いろいろなかたちの「安心」があるエース保険。
いつでも、どこでも、今日も、未来も。どんな人にもぴったりな「安心」と「満足」を、エース保険が提供いたします。


